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－慢性腎臓病（ＣＫＤ）について－

慢性腎臓病（ＣＫＤ）とは
①蛋白尿（微量アルブミン尿を含む）などの尿異常、画像診断（ＣＴ，エコ－等）や血液検査、病理

所見で腎障害が明らかである状態。
②血清クレアチニン値をもとに推計した糸球体濾過量ＧＦＲ（eGFR）が 60ml/ 分 /1.73㎡未満の状態。
この①、②のいずれか、または両方が 3 ヶ月以上続いている状態です。

腎臓の機能を表す指標として、血清クレアチニン値をもとに糸球体濾過量を推定した推算ＧＦＲ
（eGFR）が用いられます。ＧＦＲは糸球体が 1 分間にどれくらいの血液を濾過して尿を作れるかを示
す値です。健康な人では、ＧＦＲは100mL/分/1.73㎡前後ですが、たんぱく尿などの腎障害がなくとも、
60mL/ 分 /1.73㎡未満が持続していれば慢性腎臓病（ＣＫＤ）と診断されます。さらにＧＦＲが低下
すると慢性腎臓病（ＣＫＤ）の重症度（病期）が進み、透析や心臓病などの心血管疾患の危険が高ま
ります。末期慢性腎不全・透析では GFR は 15mL/ 分 /1.73㎡未満になります。

今回は、篠﨑医院院長　篠﨑隆医師から、慢性腎臓病とはどういう状態をいうのか、というお話です。

お問い合わせ先　　南木曽町役場　住民課　保健衛生係　☎ 0264－ 57－ 2001
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